
女性の「働き方」応援事業 【北海道上士幌町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４,７１３ 千円

交付金額 ２,３５６ 千円

事業番号 １

１．上士幌町の雇用に占める正規職員の割合は男女
間で格差がある。

２．子育て支援に力を入れた結果、若者の転入が増加
した一方、流動性が高く、定着にむけた取組が課題。

３．男女共同意識、働き方改革が遅れており、町内事
業所における意識醸成が課題。

１．女性が将来に希望を持てる働き方を定着させるた
めの取組を進める。

２．移住してきた若者が、まちに住みやすく、働きやす
いと感じる環境を作り、意識改革を進める。

３・女性の役員昇格や男性の働き方改革等を推進でき
るよう、モデル構築を目指す。

○KPI セミナー参加者の満足度 目標：80％以上
      実績：90.90%

  セミナー参加者の理解度 目標：70％以上
                                                実績：90.00%小規模自治体においては、男女共同参画計画及び女

性活躍推進計画の策定が少ない中、関係機関の意識
を高め、まち全体に計画策定の必要性を共有する。
・町民意識調査、役場職員アンケート調査の実施
・女性活躍・働き方セミナーの開催
・働く女性のワークショップの開催
・上士幌町女性活躍推進協議会の設置

上士幌町、上士幌町商工会、上士幌町農業協同組合、
帯広信用金庫、十勝信用組合、北海道十勝総合振興
局、人権擁護委員、まちづくり会社、労働団体など

・当事者たちを中心として、町全体に女性活躍・
男女共同参画の意識が広がる具体的な施策を
検討する。

・農村部と市街地の女性交流を通じた女性活躍
の場づくり、一人複数役等の新たな仕組みづく
りの方策を検討する。

・町内の関係者が自分ごととして話し合い、「上
士幌町女性活躍推進計画（仮称）」の骨子が作
成でき、関係機関の理解が深まった。
○若い女性自身が望む働き方を把握できた。

○男性も含めた若い人の働き方の課題を把握
できた。



事業の概要

●町民意識調査

男女の平等感や役割分担、女性の働き方な
どに関する現状と課題を分析し、上士幌町にお
ける男女共同参画基本計画策定にあたっての
基礎資料とするために町民意識調査を行った。
【調査概要】

調査目的 男女の平等感や役割分担、女性の働き方などに関す
る現状と課題を分析し、上士幌町における男女共同
参画基本計画策定にあたっての基礎資料とするため
に町民意識調査を行った。

調査対象 令和６年１０月１日を基準日として上士幌町に居住す
る１８歳以上の１，０００名を対象とした（無作為抽出）。
各年代の抽出数は下記のとおり（抽出数/総数）。

・総計 1,000名/4,133名
・10代（18歳・19
歳）

20名/77名

・20代 160名/457名
・30代 160名/558名
・40代 160名/580名
・50代 160名/531名
・60代 160名/594名
・70代～ 180名/1,336名

 
調査方法 アンケート用紙を郵送し、回答は、用紙に記載して同

封の返信用封筒で返送するか、またはQRコードを読

み取って回答フォームに入力して回答するか、のいず
れかの方法とした。

調査期間 令和６年１２月１日（水）～令和６年１２月２０日（金）
回収状況 有効回収率２５．９％

●役場職員アンケート

役場職員に対してアンケート調査を実施し、
職場における満足度や男女の平等感、仕事と
家庭の両立などに関する職員の意識などの現
状と課題を分析することで、上士幌町における
女性活躍推進計画（特定事業主行動計画）策
定にあたっての基礎資料とした。
【調査概要】
調査目
的

役場職員に対してアンケート調査を実施し、職場におけ
る満足度や男女の平等感、仕事と家庭の両立などに関
する職員の意識などの現状と課題を分析し、上士幌町
における女性活躍推進計画（特定事業主行動計画）策
定にあたっての基礎資料とした。

調査対
象

令和６年１２月１３日時点で調査対象は、調査実施時点
で勤務している役場職員すべてとし、回答にあたっては
匿名とした。

調査方
法

職員に対して企画財政課より職員アンケート協力の連
絡を行い、職員は既定のWEB上の回答フォームに入力
し回答した。

調査期
間

令和６年１２月１３日（金）～令和７年１月３１日（金）

回収状
況

回収数９０件（令和６年４月１日現在の職員数１３４人＋
フルタイム会計年度任用職員１０５名に対する割合３７．
７％）



事業の概要

●女性活躍・働き方セミナー

小規模自治体及び小規模事業所に
おける女性活躍・働き方改革の在り
方について考えるため「上士幌町
１０年後の まちとしごと シンポジ
ウム」を実施した。

●働く女性のワークショップ

「女性活躍・働き方セミナー」に合
わせて、上士幌町及び周辺自治体
の働く女性のワークショップを開催
し、対話から生じるそれぞれの本音
から、女性の就業状況の改善、職
場の働き方改革などに関する今後
のあるべき方向を探った。

名 称 上士幌町 １０年後の まちとしごと シンポジウム
日 時 令和７年３月２２日（土）１３：３０～１４：４０
場 所 上士幌町生涯学習センターわっか 会議室１・２ＡＢ
参加者 約３０名
内 容 １３：３０～１３：３５

開会・町長挨拶・講師紹介
１３：３５～１４：２５

講演「労働供給制約社会ではじまる、最初のチャンス」
古屋 星斗 氏（リクルートワークス研究所主任研究員）

１４：２５～１４：４０

上士幌町「女性活躍・はたらきかた改革に向けた住民アンケート調
査結果等」の概要報告

五十嵐 智嘉子（一般社団法人北海道総合研究調査会理事長）

名 称 町民と語る「10年後のまちでいかにはたらくか」

日 時 令和７年３月２２日（土）１４：５０～１６：００

※「上士幌町 １０年後の まちとしごと シンポ
ジウム」に引き続き開催

場 所 上士幌町生涯学習センターわっか 会議室１・２
ＡＢ

参加
者

１１名
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